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緒 言
　前報1）でグリセリン処理筋線維並びにそのA
TP短縮に対するアドレナリン及びモノ沃度酷酸
の影響を忙し，それ等の届物がE・Bozler2）の見
た濃厚ATPピロ燐酸，尿素等の．?用に近似する
点から，contraction　cyclc中actomyosin糸の弛緩
に関係する事を想定した。
　この弛綾において，ion作用の：亜要性は既に
E．Bozler3’により指摘されてV・る。
　本報では，．ionの影響を詳細に槍討し，その面
からactomyosin『?の弛綾につき老察を加えた。
実験方法
　A．実瞼材料1前報4）に同じ
　B．ATP：前報4）に同じ
　C．ionの種類及び濃度：
　　1）ionは，　KCI，　NaGI，　MgClu及びCaC12を用いた
　　2）各ionは，（〉．5M，0．16M：，0．05Mの溶液とした
　　3）なお，対照として塩を全く含まない蒸溜水につい
　　　ても槍した。
　D．実験操作：　筋線維は軽く蒸溜水で洗い，その後時
計皿に入れた各塩溶液に5分問浸して，その変化を観察す。
．夏に塩溶液から取り出した筋線維をATP溶液に5分lllj浸
し，短縮度合を測定した。筋線維の測定法，短縮率の表現．
等は，すべて前鞭）に記載したとおりである。実瞼はすべ
て室温で各5例行い，そのAS均を取った。
　なお，2匹の家兎から同一の方法で作製した2種のグリ
セリン処理筋線維につき，同一の実瞼を行った。之を夫々
1，II群と名付ける。
実験成績
1．グリセリン処i哩筋線維に対するionの影響
1．及びII群をmsじて，グリセリン処理筋務曼縮翻0％グ
リセリン申では乳白色非弾力性であるが，各塩液に入れる
とやや硝子｝1犬邊明になり，特に0．5M，0．16M　CaC12液及
び0．5M　MgC12液でその夕卜an　aS変化は著明であった。ま
た，かかるCaCI2，　MgCI2液：で，筋線維は著明に紳び易く
弾力性になる。蒸溜水申では，上述の変化を認めず，筋線
維は乳白色非弾力性であった。また，筋線維は濃厚CaC12
液に浸すのみで大円が若干の短縮を來す傾向があった。
II．グリセリン処理筋線維のATP短縮に及ぼすionの
　影響
　1）第1群（Fig．．1，
　K：CI：　各濃度間には大差無いが，対照たる蒸溜水に対
　　し0．05Mに於てやや繍1縦進傾向を見る。
　MgCI2：0．5M及び0．16Mにおいては，対照に比し明
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　　かに短縮抑制を見るに反し，O．O．5Mで．04却って僅か乍
　ら促；進傾向がある。　　　　　　　　　　　　　　　　．
CaC12：全濃度において，著明な短縮抑制を見る。しか
　し，濃度との関係は必ずしも一律ではないD
　．e／．　Contraetion
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Fig．　1．　Effects　of　ions　on　ATP　shortening
　of　glycerinated　rabbit　psoas　（　1　group）r
2）第II群（Fig．2）
KCI：．O．5Mでは対照に．比し短縮促進，、O．16M及び
　0．05Mでは殆ど等しく，むしろ抑制傾向がある。
NaCl：各濃度とも対照、と殆ど等しく，また，　O．16M及
’び0．05MK：CIとも大差な）・。
MgC12，　CaC12：共に第1群と全く同様の傾向を示す。
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　Fig．　Z．　Effeets　of　ions　on　ATP　shortening
　　of　glyeerinated　rabbit　・psoag　C　II　group）．
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　上述の成績が示す如く，全実験を通じてCa及
．び’lgに著明な影響が見られた。’殊に，20％グ
リセリン中で孚1、白色非弾力性であった筋線維は，
0・5M，0．16M　CaC12液及び0．5M　MgCI2液に飛
すと，著明に硝子歌透明になると共に弾力性にな
る。また，濃厚CaC12液は僅か乍ら筋線維の短縮
を癒す傾向があった。
II．グリセリン処理筋線維のATP短縮に対する
　ion作用
　第1鮮の実験において口立つ所見は，0．05M
KCI及び0．05　M　MgC12における僅少の促進傾
向，並びに0．5M，0。16M　MgC12及びCaC12全
濃度における著明な抑制である。
　第II群においては，0・5M　KCIにおける促進傾
向，その他KCI及びNaClの各濃度における軽
度の抑制傾向以外は，MgC12，　CaC12につ“ては
第1群の成績と全く向様である。
　以上の成績を見るに：，全実験を通じ一定なる所
見ぽMgClg及びCaC12におけるものである事は
明かである。KCIに見る所見は，第1群及び第
II群において明かに相反し極めて不定であり，標
本に：基く差である事を思わしめる。またFig．2よ
り明かな如く，KCI及びNaCl閥にも本1質的差
は無いと解される。A・G．　Szent－Gyδrgyi5）は，グ
リセリ．ン処理筋線維のATP短縮は0．015M－0．5M
NaCl’或いはKCI範囲内で最大に剋ると述べて
いる点からも，KCI及びNaClに関するわれわ
れの以上の見解は安当であろう。
　從って，グリセリン処理筋線維のATP短縮に
対し本質的影響を及ぼすものとしては，MgC12及
Ol’　CaCleの2つを拳げねばならない。即ち，MgC12
にお・V・ては，0．16M及び0．5Mにおヤ・ては明か
に短縮を抑制し，0．05MにおV・ては短綜促進傾向
ありと考・えられる。また，CaCl！に：おいては，全
濃皮におv・て短縮抑制が認められ，0．05Mにお．
いてもなお30％前後の短縮率を示すに過ぎない。
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この点，CaはMgに：比して短縮抑制効果が大で
あるといい得る。但し，短縮抑制の濃度に対する
関係は本実験におv・ては一律ではなv・。
　A．Szent－Gy6rgyi6）によれば，　Myosil］に対する
ionの親和力は，　Caが最大でMgがそれに次ぎ，
Na，　Kでは小さく，またactomyosin系はNaと
Kを区別しないという。われわれの以上の所見は
これとよく合致する。　　　　　．
　また，W．　J．』Bowen7）はactomyosin糸のATP
短縮の速度はC裂で抑制，Mgで促進するという。
またS・Korey8）は，グリセリン処理筋線維で同
様Mgによる促進を見ている。本成績は塩濃度，
実駒條件等の差はあるが，Caの抑制効果につい
ては一致する。しかるに，Mgについては必ずし
も一致しなv・。即ち，高濃度では抑制的に：作用す
』る。しかし，0．05こ口如く低濃度にお・V・ては，
むし、ろ促進傾向が見られる点から，Mg作用に関
しては濃度が重要因子をなすものと考える。
　なお，筋線維はK：，Na等の液に浸すと肉眼的
にやや透明になる。しかし，この場創軍力性の増
力11は著明でなib。　A・G。　Szent－Gy6rgyi’o♪は，　O．Ol　M
のNaHCO3が．　hysteresis除去勧果なしに：筋線維
を透明にするとV・5S以上の所見は，この現象に
対慮するものと考える。
　蒸溜水につV・ては，別報9）で述べる如く，acto－
myosin糸の弛緩と密接に関係する。しかしなが
ら，筋線維を短時聞これに浸すも著明な影響を示
さなV・。
III．　Ion作用の機序
　以上のCaC12及び濃厚MgC12作用に見る肉眼
的所見，並びにATP短縮抑制作用は，前報1）に
報告したアドレナリン及びモノ沃度酷酸の作用に
極めて類似すると共に，A・G・Szent－Gyδrgyi5），
E．Bozler等2）の見たピロ燐酸等の作用にも類似
する。しかして，氏等によれば，ピロ燐酸等の作
．用はactipとmyosinの解離によるとV・う。これ
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よりすれば，本実験におけるCa及びMgの作
●用も同様actinとmy・sinの解離に関係すると考
えるのが安当であろう。更にまた，この事はE・
Bozler的に考えれば，これらのionはac亡omyo一
’sin糸の弛綾に関與するともV・えるであろう。
　’actinとmyosinの結合解離に関するionの影
響は）’既に2～3爾研究者により指摘されている。
A．G．　Szent－Gy6rgyi5）は，グリセリン処理筋線維
はKCI或V・はNaClの濃…度がO．5　Mより大，
actomyosin糸ではO．25　Mより大なる場合は，
ATP短縮しなV・のを見ており，かかる高い塩濃
度ではactomyosinはaCtinとmyosinに解離して
いるという。またA．Szent－Gyδrgyi6）は，　actom－
yosin液の粘度を測定し，　KC1濃度2Mではactin
とmyosinに解離してV・るとV・う。またE．　Bozler
は，グリセリン処理筋線維に就きion濃度が高い
と低濃度のATPでも弛緩（actomyosin解離）し
得るとV・い2｝，また筋線維は蒸溜水で僅少な牧縮
を照し，．塩溶液で弛緩を來すという3，。以上の文
献は，われわれの場合と実験條件は異なるが，何
れもactomyosinが塩濃度の変化のみで結合解離
を零す事を示すものであり，われわれの上述の見
解を裏附けるものであろう。
　しかるに，W．　E　H．　M．　Mommaerts；oはactom－
yosin液の粘度変化に対するCa，　Mgの影響を陣
し，ATPによる粘度降下はCaで抑制され，　Mg
で促進する事を想定している。A．　Szent・Gyδrgyi・i＞
によれば，この粘度降下はactinとmyqsinの解
離と解されるから，氏の成績からすれば（laはそ
の解離を抑制し，Mgは促進すると考えられる。
またE・Bozleri2）も，濃厚ATP　tcよる弛綾は低
濃度のMg（0・01　M）で保たれ，　Caはそれ韻脚縮
歌碑にするとv・う。從って，氏の成績からも，Mg
はactomyosinの解離を保ち，　Caは結合に1乍聾す
ると考えられる。
　わ われの成績においては，上述の考察から灘
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厚Mgはac亡omyosinの解離に作用するが，低濃
度では解離に作用するとは考えられなV・。またCa
では，低濃度におV・ても常に解離作用を示した。
從って，本成績におけるCa，　Mgの作用は，　W．
F．H．　M．　Mommaerts，　E．　Bozler等の成績と全く
相反する。これは恐らく，実験條件の差，就申
actomyosin材料の差に因るものと考える。
　文献を：通覧するに，actOmyosin系の諸性質に関
する報告には，可成り矛盾した成績が多V・1例え
ば，上記W．F．　H．　M．　Mommaertsの成績はわ
れわれの成績と相反するのみならす，前掲のW・
J・Bowen及びS・Korey等の成績とも相反する。
これは一つには使用せるac亡omyosin材料が，　ac－
tomyosin－sol，　actomyosin糸或いはグリセリン処理
筋線維の如く，その性質を異にするに因ると考え
られるが，なお同一材料につV・てもその作製法並
びに動物個体差等も重要な因子をなすと考えられ
る。
　E．Bozler2）によれば，グリセリン出現筋線維は
その作製條件により可成り著しい差を生するとい
う。また，動物個体による差異も可成り著明であ
る事は，われわれの成績からも明かである。即ち，
第1鮮及び第II群におV・ては，成績殊にKCIに
おいて可成りの差異を見る。また杢般的に第1群
の成績は安定であり，またATP短縮はより張
V・。また第II群は比較的幼若な家兎から得た材
料であった。われわれの経験によれば，ATP短縮
の著明な筋線維ほど成績が安定な傾向がある。
　以上の如くactomアosin系に関する成績を論ず
るに当り，その材料の性質が極めて重要である。
從って，かかる鮎を考慮して，上述の相反する知
見を：再鹿討する必要があろう。
　何れにせよ，われわれの得たCaC12及びMgC12
の効果は著明であり，今後前町におけるアドレナ
リン及びモノ沃度酪酸等と共に更にその作用機構
の詳細を楡干しなければならない。
結 論
　1・グリセリン処理家兎腰筋線維を用V・て，筋
線維並びにそのATP短縮に及ぼすionの影響を
槍した。
　2・ion’はKCI，　NaCl，　CaC12及びMgCl雪を
0・5M，0．16M及び0・05Mの溶液とした。対照
として，蒸溜水につV・ても行った。
　3・Ca（各濃度）濃厚Mg（0・5M，0・16M）は，筋
線維を硝子歌透明にし伸び易くする。また，それ
らは筋線維のATP短縮を抑制する。かかる作用
は，前報に報告したアドレナリン，モノ沃度淫乱
等の作用に極めて類似する。
　4．K及びNaでは著明な影響はない。
　5・蒸溜水もまた，著明な影響を與えなv・。
　6．グリセリン処理筋線維の性質は，動物個体
差，筋線維作製法等で若干の相違があった。
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Summary
　　1．　We　studies　on　the　effects’　of　ions　for　glycerinated　muscle　fiber　of　rabbit　psoas　and　ATP
shortening　of　it．
　　2．　lons　are　KCI，　NaCl，　MgC12　and　CaC12　and　each　concentration　are　O・5　M，　O．16　M　and
O．05M．　The　control　is　distilled　water．
　　3．　Ca　（each　concentration）　and　highly　concentrated　Mg　（O．5　M，　O・16　M）　inhibit　the　ATP
shortening　of　glycerinated　muscle　fiber　and　make　them　transparent　and　elastic・　Those　effects　are
very　similary　to　the　effects　of　adrenaline　and　monoiodoacetic　acid　as　reported　in　earlier　paper．
　　4．　No　effect　is　observed　by　K　and　Na・
　　5・　Distilled　water　does　not　show　the　remarkable　effect　too・
　　6．　We　observe　some　differences　of　the　properties　of　glycerinated　muscle　fiber　by　individuality
of　animal　and　treating　method　of　fibers・
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